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第３２３号           茨城県立明野高等学校ＰＴＡ会報              （１） 

開
会
式
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
新
島
学
園
高
校
の
ハ
ン
ド

ベ
ル
と
高
崎
高
校
の
和
太
鼓
演
奏
が
保
護

者
や
教
職
員
を
魅
了
し
た
。 

開
会
式
で
、
菅
野
宏
茨
城
県
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
は
、
「
来
年
の
関
東
大
会

は
つ
く
ば
市
で
七
月
八
日
（
水
）
～
九
日

（
金
）
に
行
わ
れ
る
。
原
点
に
返
っ
て
生
き

る
力
を
探
ろ
う
」
と
挨
拶
し
た
。 

記
念
講
演
で
は
、
歌
手
の
由
紀
さ
お
り
さ

ん
の
姉
で
、
声
楽
家
の
安
田
祥
子
氏
が
講

演
。「
兎
追
い
し
…
」（
故
郷
）
な
ど
童
謡
を

数
多
く
取
り
上
げ
、
景
色
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
日
本
の
歌
、
日
本
語
の
美
し
さ
、
日
本
人

の
心
を
残
そ
う
・
伝
え
よ
う
と
訴
え
た
。 

 

研
修
旅
行
は
宝
塚
観
劇 

十
一
月
八
日
（
土
）
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

研
修
は
『
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
』
観
劇

を
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

【
時
間
】
午
前
十
一
時
～
午
後
二

時
。
三
十
分
の
休
憩
を
は
さ
む
。 

【
場
所
】
東
京
宝
塚
劇
場
。
有
楽

町
。
帝
国
ホ
テ
ル
の
前
。 

【
チ
ケ
ッ
ト
数
】
三
十
枚
。 

【
備
考
】
宝
塚
百
周
年
記
念
。
こ

う
い
う
機
会
が
な
い
と
一
生
行
か

な
い
。 

 

関
東
高
Ｐ
連
大
会
群
馬
大
会 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
携
の
場
に
二
千
八
百
余
名
集
う 

来
年
は
茨
城
開
催
、
生
き
る
力
の
原
点
を
探
る 

「
育
て
よ
う 

若
人
の
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を 

～
若
人
の
た

め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
連
携
の
風
を
起
こ
そ
う
～
」
を
テ
ー
マ
に
第
六
十
回
関

東
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
が
七
月
四
日
（
金
）
、
前
橋
市
の
「
ぐ
ん

ま
ア
リ
ー
ナ
」
で
行
わ
れ
た
。
東
京
を
除
き
、
山
梨
を
含
む
関
東
地
区

七
県
か
ら
約
二
千
八
百
人
が
集
結
。
本
校
か
ら
は
池
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

稲
葉
校
長
、
小
池
渉
外
部
長
が
参
加
し
た
。 

 

保護者や教職員ら約 2800人が一堂に会す＝ぐんまアリーナ 

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
で
お
出
迎
え 

〈生徒の送迎についてのお願い〉 

 

校門付近での乗り降りはご遠慮ください 

校門前でのＵターンはおやめください 

停車の際はハザードランプを！ 

 

※危ない！ 視界を遮り，事故を引き起

こす可能性があります。 



 

野球部，逆転負けを喫す 

佐和０００００００４０｜４ 

明野１００１０１０００｜３ 

（２回戦 ７月 12日・日立市民球場） 

初回，田﨑祥太君（３年・桃山中出身）の左犠

飛で先制する。大木魁人君（２年・明野中出身）

は 7回まで無安打無失点。しかし，残塁 14が物 

 

 

 

 

第３２３号           茨城県立明野高等学校ＰＴＡ会報              （２） 

 

８・９月の行事予定 

７/23（水）～８/31（日）夏季休業 

８/６（水）明野高校学校説明会 

     （明野公民館イルブリランテ） 

８/17（日）～21（木）野球県西選抜(本校会場) 

８/21（木）就職校内選考会議 

８/22（金）登校日 

８/22（金）～23（土）全国高Ｐ連福井大会 

９/１（月）全校集会・頭髪服装検査 

９/10（水）～11（木）インターンシップ（２年） 

９/15（月）敬老の日 

９/16（火）就職試験開始 交通安全キャンペーン 

９/19（金）進路ガイダンス（１年） 

９/23（火）秋分の日 

９/26（金）前期終業式 

９/29（月）～30（火）前期末休業 

 ※40日の夏休みに何か１つ徹底して勉強しましょう。 





帰りたい家庭 
  

私には高１と中２の男の子がいる。とても

難しい年頃だ。毎日注意ばかりしている私に

うんざりしているかもしれない。そんな時，

助け舟を出してくれるのが祖父母だ。私に言

えないことを祖父母に言っているらしい。子

供にも逃げ場は必要なのだろう。 

 言いたいことを言い合ってけんかもするけ

ど笑いの絶えない家族になれば，外で楽しい

こと，嫌なことがいろいろあっても，「さあ，

家に帰ろう」と思える家庭になるのではない

だろうか。 

（筑西・桜川支部 日向野奈緒子） 

語るように，チャンスに畳み込むことができ

ず，相手チームの士気をそぐことができなかっ

た。逆に，ピンチをしのいできた佐和高校が８

回に逆転劇を演じた。 

■渡邉健太監督「勝つことのむずかしさを改め

て感じた。これまで野球応援にたくさんの時間

を使っていただきありがとうございました」 

■稲葉裕一校長「全校生徒が一体となった素晴

らしい応援だった。私も感動した。この感動は

必ず後輩に引き継がれると思う」 

上：初回，田﨑

君の左犠飛で

先制する 

左：７回まで無

安打無失点の

大木君 

 

運動部員・吹奏楽部員・有志で組織した応援部のリードの下，

明高生全員で声をからし応援する＝日立市民球場 
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第３２４号           茨城県立明野高等学校ＰＴＡ会報              （１） 

何
か
生
徒
の
力
に
な
り
た
い 

全
国
高
Ｐ
連
大
会
福
井
大
会 

 

ら
、
子
ど
も
を
見
守
り
育
て

て
い
る
所
で
し
た
。
ま
た
、 

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
が
楽

し
そ
う
に
発
表
し
て
い
る

の
が
印
象
的
で
し
た
。 

権
大
会
の
開
催
な
ど
。 

四
校
に
共
通
し
て
い
る

こ
と
は
、
学
校
や
地
域
社

会
に
積
極
的
に
係
わ
り
、

親
の
背
中
を
見
せ
な
が

ら
、 

今
年
の
全
国
大
会
は
幕

末
の
歌
人
・
橘
曙
覧
（
た

ち
ば
な
の
あ
け
み
）
を
輩

出
し
、
幸
福
度
日
本
一
公

言
の
福
井
が
舞
台
。
保
護

者
、
教
員
ら
約
一
万
人
が

集
ま
り
、
表
彰
式
、
基
調

講
演
、
分
科
会
な
ど
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
幸
せ
の
た
め
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
た
。
ま

た
、
地
元
高
校
生
に
よ
る

和
太
鼓
演
奏
な
ど
も
披
露

さ
れ
た
。 

分
科
会
で
は
、
四
校
が

活
動
報
告
を
し
た
。
学
校

祭
行
燈
行
列
に
お
け
る
交

通
安
全
指
導
、
通
学
路
の

花
壇
づ
く
り
、
体
育
祭
で

の
熱
中
症
対
策
の
た
め
に

ミ
ス
ト
扇
風
機
レ
ン
タ

ル
、
お
笑
い
講
世
界
選
手 

基
調
講
演
で
は
脳
科
学

者
の
茂
木
健
一
郎
氏
（
＝

写
真
）
が
演
壇
に
立
っ
た
。 

 

失
読
症
な
が
ら
ハ
リ
ウ

ッ
ド
で
活
躍
す
る
某
俳
優

は
、
セ
リ
フ
を
覚
え
る
時

テ
ー
プ
に
す
べ
て
を
録
音

し
て
も
ら
い
、
繰
り
返
し

聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
聴

く
能
力
が
人
よ
り
優
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

「
じ
ゃ
、
脳
の
長
所
、
短

所
っ
て
何
な
ん
だ
？
」 

「
欠
点
が
あ
っ
て
も
い

い
、
長
所
を
伸
ば
そ
う
」
と

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
。 

 

ま
た
、
「
一
人
で
何
も
か

も
や
る
必
要
は
な
い
ん
で

す
。
補
い
あ
え
る
仲
間
を
作

っ
て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
話
し
た
。 

 

今
後
は
自
分
の
長
所
も

欠
点
も
す
べ
て
受
け
入
れ
、

新
し
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
で
き
た
時

の
喜
び
を
味
わ
い
、
自
信
を

持
っ
た
素
敵
な
人
生
を
送

っ
て
欲
し
い
と
力
説
し
た
。 

「
教
育
と
考
福
（
こ
う
ふ
く
）」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
、
八
月
二
十
一
～
二
十
三
日
、
全
国
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
福
井
大
会
が
サ
ン
ド
ー
ム

福
井
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
本
校
か
ら
は
、

稲
葉
校
長
先
生
、
小
池
先
生
と
と
も
に
池
田
が
参

加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
池
田
裕
行
） 

 

「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、 

で
き
た
時
の
喜
び
を
味
わ
う
」 

長
所
を
伸
ば
そ
う 

第３分科会「生徒指導とＰＴＡ」＝福井フェニックスプラザ 



 

 

 

 

第３２４号           茨城県立明野高等学校ＰＴＡ会報              （２） 

 

１０月の行事予定 

10/ 1（水）後期始業式・衣替え，頭髪・服装検 

   査, 自転車・バイク点検 

10/ 3（金）進路ガイダンス（１年） 

10/ 8（水）～10（金）第３回定期考査 

10/13（月）体育の日 

10/16（木）献血 

10/17（金）学校見学会（１年） 

10/21（火）学校見学会（２年） 

10/22（水）第２回基礎力テスト（１年，２の３） 

キャリア教育講演会（１・２年）・同

研究会 

10/23（木）県西高校ＰＴＡ指導者研修会 

      体育祭準備（午後） 

10/24（金）体育祭 

10/28（火）防災訓練 




壁を越えれば幸せがある 

 

人生って本当に「楽があれば苦もある」で、

色々な予期しないことが毎日のように起こりま

す。  

 どんな人にでも、多かれ少なかれ、人生の壁、

すなわち試練があります。 

しかし、試練を乗り越えてきた人は、その苦労

した経験を新たな知識として、必ずその後の人生

に役立てることができます。 

壁を乗り越えれば、その先に幸せが待ってい

るということです。 

（下妻支部 佐藤 美和） 

 仕事の厳しさや働くことの大切さを学んでもらおうと、明野

高校は２年生全員に対し、インターンシップ（就業体験）を実

施している。今年は、9月 10日（水）、11日（木）の２日間を

メインに、101人が近隣 49事業所でインターンシップを経験し

た。生徒たちからは、「働くことの大変さを知ることができた」

「感謝される喜びを味わった」などの感想が寄せられた。 

 

 

 

9月 16日（火）ＰＴＡ役員会にて、研修旅行が

宝塚観劇と 2k450 AKI-OKA ARTISANに決定。

11月８日（土）実施。申し込み締め切り 10／17。 

 

 

 9月 10日（水）、11日（木）に石下体育館に

おいて、平成 26年度県西地区柔道選手権大会が

行われた。男子個人 60㌔級で小菅龍美（２年・

下館中出身）が優勝。海老原監督は「新人戦に

向けて益々の精進を期待する」と激励した。 

放水訓練体験中＝筑西消防署 

手巻き寿司作り＝はま寿司イオンモー

ル下妻店 
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第３２５号           茨城県立明野高等学校ＰＴＡ会報              （１） 

 ＰＴＡ会長 校長 渉外部長 事務長 

平成 26年度 （県）理事 

（県西）副会長 

（県）理事 

（県西）理事 

（県）幹事 

（県西）幹事 

 

平成 27年度 （県）理事 

（県西）副会長 

（県）理事 

（県西）理事 

（県）幹事 

（県西）幹事 

 

平成 28年度 

事務局校 

（県）副会長 

（県西）会長 

（県）理事 

（県西）事務局長 

（県）幹事 

（県西）幹事 

 

（県西）幹事 

 

<県高等学校ＰＴＡ連合会・県西地区高等学校ＰＴＡ連絡協議会における明野高校の役割一覧表> 

科
会
Ａ
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活

性
化
の
た
め
に
」
で
の
他
校

の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

は
次
の
通
り
。 

・
手
話
講
座
、
ペ
ン
習
字
講

座
、
ハ
イ
キ
ン
グ
（
筑
波
高
） 

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
作
製

（
つ
く
ば
工
科
高
） 

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
農
園
（
真
壁
高
） 

・
卓
球
大
会
、
う
ど
ん
作
り

（
結
城
一
高
） 

・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
（
八
千
代
高
） 

・
メ
ー
ル
配
信
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広

報
誌
を
郵
送
（
守
谷
高
） 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
で
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
を
探
る
（
古
河
中

等
） 

 

助
言
に
立
っ
た
鈴
木
猛

氏
（
県
生
涯
学
習
課
）
は
「
県

内
五
地
区
を
回
っ
て
い
る

が
、
す
べ
て
の
高
校
が
発
表

を
行
っ
て
い
る
の
は
県
西

地
区
の
み
。
素
晴
ら
し
い
」

と
県
西
地
区
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会
を
高

く
評
価
し
た
。 

一
緒
に
体
験
し
て
い
た
だ
こ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
親
子

で
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
て
い
た
だ
く
良

い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
」
と
池
田
会
長

（
＝
写
真
）
は
主
旨
を
説
明
し

た
。 

 

池
田
会
長
は
、
進
路
研
修
会

で
Ｖ
Ｒ
Ｔ
カ
ー
ド
を
知
り
、
九

月
の
第
二
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

で
協
議
し
、
学
校
側
に
実
施
を

要
請
し
て
い
た
。 

 

本
校
が
参
加
し
た
第
一
分

化 

Ｖ
Ｒ
Ｔ
カ
ー
ド
は
自
己
理

解
と
進
路
選
択
に
役
立
つ
ツ

ー
ル
。
「
こ
の
カ
ー
ド
を
使
っ

て
生
徒
自
身
も
気
付
か
な
か

っ
た
職
業
や
方
向
性
が
発
見

で
き
ま
す
。
保
護
者
に
も
参
加

を
要
請
し
て
子
ど
も
た
ち
と

位 県
西
高
Ｐ
指
導
者
研
修
会 

 

池
田
会
長
が
Ｖ
Ｒ
Ｔ
カ
ー
ド
を
紹
介 

 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
発
表
し
あ
う
研
修
会
が
二
十
三
日
、
筑
西
市
野

殿
の
県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
校
長

ら
約
百
四
十
人
が
集
ま
っ
た
。
本
校
か
ら
は
池
田
会
長
、
稲
葉
校

長
、
小
池
渉
外
部
長
が
参
加
し
、
一
年
生
を
対
象
に
十
二
月
五
日

に
行
う
Ｖ
Ｒ
Ｔ
（V

o
ca

tio
n

a
l R

e
a
d

in
e
ss

 T
e
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平成２８年度 明野高校が県西地区高等学校ＰＴＡ連絡協議会事務局校 

輪番制で行っている県西地区ＰＴＡ事務局は，平成 28年度本校が担当する。役員割は下表の通り。 



 

10月 24日（金），2年に一度の体育祭が行われた。９競技実施され，各競技でまんべんなく高得点を挙

げた 1年 3組（＝写真上中央）が総合優勝。明野高校ナンバーワン・スプリンターを決める 100Ｍ走では、

男子が杉山翔君（2年），女子が関友美さん（3年）が栄冠を手にした。綱引き 3年 3組，騎馬リレー2年

2組，クラスジャンプ 3年 1組，クラス対抗リレー2年 3組，学級旗 3年 3組が 1位だった。 

木村教頭は閉会式で「みんないい顔してるね。一生懸命やるといい顔になるんだ」と健闘を讃えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３２５号           茨城県立明野高等学校ＰＴＡ会報              （２） 

 

１１月の行事予定 

 

11/ 4（火）マナーアップキャンペーン  

自転車・バイク点検 

11/ 7（金）薬物乱用防止講話 

11/ 8（土）ＰＴＡ研修旅行 

11/11（火）「道徳」公開授業 

11/13（木）県民の日 

11/14（金）マラソン大会 

11/21（金）出前授業（明野中） 

11/23（日）勤労感謝の日 

11/24（月）振替休日 

11/26（水）～28日（金）第４回定期考査 

11/30（日）創立記念日 

※今月はマラソン大会があります。調子を整

えて，臨みましょう。 
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ポジティブシンキング 
 

人生には、色々と予期しない事が起こります。そ

の中で、どれだけ豊かで幸せな人生を送ることがで

きるか。 

自分の人生は、自分自身の心構えによってしか

変えることができません。逆風の中にいるのなら今

がチャンス。ここでいかにプラスに考え、前に進むこ

とができるか。ちょっとした考え方で人生はガラリと

変わります。 

クヨクヨしないで前向きに考える。前向きに考える

と，少しずつ明るい方に進んでいける気がします。

ポジティブシンキング，これが，幸せな人生になるき

っかけだと思います。  （明野東支部 柗本和代） 


